
 
 
 
 
 

 
ま
り
ゆ
く
昨
今
で
す
。 

朝
夕
の
冷
え
込
み
に
は

冬
の
訪
れ
さ
へ
も
感
じ
さ
せ
ら
れ
、
季
節
は
移
り
変

わ
り
の
速
度
を
早
め
た
よ
う
で
す
ね
。 

◇ 
 

 

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

 

深
ま
り
ゆ
く
秋
を
感
じ
た
の
も
つ
か
の
間
、
境
内

に
吹
く
風
に
容
赦
な
く
体
温
を
奪
わ
れ
ま
す
。 

い

よ
い
よ
本
格
的
な
冬
の
訪
れ
で
す
。 
こ
の
関
門
地

方
は
全
国
有
数
の
風
の
強
い
街
だ
そ
う
で
、
体
感
温

度
は
か
な
り
低
い
よ
う
で
す
ね
。 

今
年
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行
の
き
ざ
し
だ
そ
う
で
、
私
も
、

の
ど
を
酷
使
す
る
生
業
（
な
り
わ
い
）
で
す
の
で
、

過
日
家
族
揃
っ
て
予
防
接
種
を
す
ま
せ
ま
し
た
。 

「
手
洗
い
」「
う
が
い
」
の
励
行
が
、
か
な
り
予
防

に
な
る
そ
う
で
す
。 

実
は
私
ど
も
神
主
は
、
拝
殿

（
は
い
で
ん
）
や
そ
の
奥
の
幣
殿
（
へ
い
で
ん
）・

祝
詞
殿
（
の
り
と
で
ん
）
に
上
が
る
時
に
は
、
必
ず

お
手
水
（
て
み
ず
）
を
し
ま
す
。 

ま
ず
、
両
手
に

水
を
注
ぎ
、
次
に
口
を
濯
（
そ
そ
）
ぎ
、
も
う
一
度

手
に
水
を
注
ぎ
ま
す
。 

お
手
水
は
、
海
や
川
や
滝

に
打
た
れ
る
本
来
の
禊
（
み
そ
ぎ
）
の
略
さ
れ
た
姿

な
の
で
す
。 

本
当
に
大
事
な
お
祭
り
に
は
、
潔
斎

（
け
っ
さ
い
）
を
し
て
奉
仕
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

神
様
に
対
し
て
身
を
清
め
、
神
様
の
宿
る

清
ら
か
な
心
に
な
る
為
に
で
す
ね
。 

今
の
よ
う
に 

     文
明
が
進
歩
し
て
い
な
い
頃
、
病
気
や
怪
我
は
「
ツ

ミ
」「
ケ
ガ
レ
」
か
ら
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。 

「
ツ
ミ
」
は
神
様
に
自
分
の
心
を
包
み
隠

す
事
、「
ケ
ガ
レ
」
は
、
神
様
か
ら
頂
い
た
正
し
い

気
が
枯
れ
る
事
な
の
で
す
。 

私
も
、
宮
司
に
就
任

し
て
三
回
目
の
迎
春
で
あ
り
ま
す
が
、
気
持
ち
が
枯

れ
な
い
よ
う
に
「
手
洗
い
」「
う
が
い
」、
お
手
水
を

心
が
け
、
ぬ
か
り
な
く
、
新
年
の
祭
典
行
事
を
御
奉

仕
申
し
上
げ
な
け
れ
ば
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い

る
昨
今
で
す
。 
◇ 
十
二
月
は
「
師
走
（
し
わ
す
）」
で
す
！   

十 

二
月
は
、
一
年
の
終
わ
り
で
み
ん
な
忙
し
く
師
匠
と

い
え
ど
も
趨
走
（
す
う
そ
う
、
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
走
る

意
味
）
す
る
の
で
「
師
趨
（
し
す
う
）」
と
な
り
、

転
じ
て
師
走
と
な
っ
た
と
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。 

 
 

ま
た
、
師
走
の
師
は
法
師
を
意
味
し
、
年
末
に
お
坊

さ
ん
を
家
に
招
き
お
経
を
読
ん
で
頂
く
風
習
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
師
が
馳
（
は
）
せ
走
る
「
師
馳
月

（
し
は
せ
づ
き
）」
で
あ
り
、
こ
れ
が
略
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。 

い
ず
れ
に
せ

よ
あ
わ
た
だ
し
い
年
の
瀬
な
の
で
あ
り
ま
す
ね
。 

◇
年
越
し
は
大
晦
日
か
ら
元
旦
ま
で
の
間
で
、
年
越

し
の
境
目
が
除
夜
（
じ
ょ
や
）
と
な
り
ま
す
。 

そ

し
て
、
そ
の
大
晦
日
の
晩
に
家
族
揃
っ
て
そ
ば
を
食

べ
な
が
ら
年
を
越
す
習
慣
が
、「
年
越
し
そ
ば
」
で

あ
り
ま
す
。 

そ
ば
粉
で
作
っ
た
麺
は
「
そ
ば
切
り
」

と
い
っ
た
の
で
す
が
、
一
年
の
終
わ
り
に
「
そ
ば
切

り
」
を
食
べ
な
が
ら
、
き
り
よ
く
一
年
を
締
め
て
新

年
を
迎
え
る
、
清
々
し
い
風
習
で
す
よ
ね
。 

そ
ば

が
長
く
伸
び
る
事
か
ら
、
家
運
や
寿
命
が
長
い
事
を

祈
り
、
そ
ば
が
五
臓
の
ケ
ガ
レ
を
取
る
と
い
う
の
で

無
病
息
災
を
祈
っ
て
食
べ
た
の
で
す
。 

◇
こ
の
一
年
、
次
か
ら
次
に
発
覚
し
た
「
食
品
偽
装
」

の
問
題
、
や
は
り
「
命
」
の
原
点
は
「
食
べ
物
」
で

あ
り
、「
食
べ
物
」
に
無
関
心
で
は
い
け
な
い
事
を

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

「
食
べ
物
」
は
、
全
て

神
様
か
ら
の
「
た
ま
わ
り
も
の
」「
賜
（
た
ぶ
）
も

の
」
と
感
謝
の
心
を
忘
れ
な
か
っ
た
、「
年
越
し
蕎

麦
」
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
御
先
祖
様
の
食
文
化

を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。 

 

◇
宮
司
就
任
一
年
を
期
し
て
発
行
を
始
め
た
宮
司

プ
レ
ス
も
数
を
重
ね
て
、
十
九
号
と
な
り
ま
し
た
。 

数
多
の
人
に
支
え
ら
れ
、
当
宮
の
護
持
運
営
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。 

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
浅
学
非
才
、
途
上
の
身
で
す
が
、
更
に
努
力
申

し
上
げ
ま
す
。 

宜
し
く
お
導
き
下
さ
い
。 

来
年

は
平
成
二
十
年
、
天
皇
陛
下
が
御
即
位
に
な
り
、
二

十
年
と
い
う
節
目
の
佳
節
、
大
神
様
の
御
加
護
に
よ

り
清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
下
さ
い
ま
せ
。 

 
 
 
 

宮
司
プ
レ
ス 

第
十
九
号

 

彦
島
八
幡
宮 

宮
司
ニ
ュ
ー
ス 

 

発
行
者 

彦
島
八
幡
宮 

 
 
 
 
 
 

宮
司 

柴
田 

宜
夫 

 

発 

行 

平
成
十
九
年
十
二
月
十
二
日 



 
 
 
 
 

◇
十
一
月
～
十
二
月
上
旬
の
祭
典
行
事
報
告 

 
▼
明
治
祭 

＊
十
一
月
三
日 

 

▼
龍
宮
神
社
例
祭 

＊
十
一
月
三
日 

 
 

＊
弟
子
待
町
の
小
高
い
山
に
あ
る
神
社 

 
 
 
 
 

 

 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
月
次
祭 

 

＊
十
一
月
十
日 

 

▼
し
お
か
ぜ
の
里
保
育
園
参
拝 

 

＊
十
一
月
十
五
日 

 

▼
掃
海
艇
ひ
こ
し
ま
参
拝 

 

＊
十
一
月
十
七
日 

 
 
 

※
廃
艦
の
報
告
と
感
謝
の
参
拝
、
参
拝 

後
に
境
内
の
清
掃
奉
仕
作
業 

 
 
 
 
 

 

▼
新
嘗
祭
斎
行 

＊
十
一
月
二
十
三
日 

 

※
終
了
後
、
総
代
会
開
催 

▼
献
菊 

＊
十
一
月
六
日
～ 

 

※
老
町
の
長
崎
氏 

 
 

 

▼
朝
粥
会 

＊
十
一
月
二
十
一
日
早
朝 
 
 

※
十
五
名
参
加 
 

▼
大
注
連
縄
お
ろ
し 

＊
十
二
月
二
日 

 
 

 

▼
祈
漁
祭 

＊
十
二
月
三
日 

◇
十
二
月
上
旬
以
降
の
祭
典
行
事
予
定 

 

▼
お
札
・
暦
の
配
布 

＊
十
二
月
七
日 

 
 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
注
連
縄
祭 

 
 
 

＊
十
二
月
十
六
日 

▼
朝
粥
会 

＊
十
二
月
二
十
一
日 

早
朝 
 

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
、
祈
願
祭 

の
後
、
宮
司
講
話
、
お
粥
を
食
し
ま
す 

 

▼
天
長
祭
、
正
月
臨
時
巫
女
説
明
会 

 

＊
十
二
月
二
十
三
日 

 

▼
田
の
首
八
幡
宮
注
連
縄
祭 

＊
十
二
月
二
十
四
日 

 

▼
大
祓
式
、
除
夜
祭 

 

＊
十
二
月
三
十
一
日 

 

◇
十
二
月
の
宮
司
の
予
定
（
報
告
も
含
む
） 

 

▼
秋
吉
八
幡
宮
（
秋
芳
町
）
新
嘗
祭
に
て
講
演 

 
 

＊
十
二
月
一
日 

 

▼
迫
町
臨
時
組
合
長
会
議
出
席 

＊
十
二
月
四
日 

▼
下
関
青
年
神
職
会
年
末
総
会
＊
十
二
月
三
日 

※
本
年
を
も
っ
て
青
年
神
職
会
を
卒
会

（
満
四
十
五
歳
ま
で
） 

▼
山
口
県
神
社
庁
下
関
支
部
幹
事
会 

＊
十
二
月
五
日 

 

▼
迫
町
自
治
会
研
修
旅
行 

＊
十
二
月
八
日
～
九
日 

 

▼
当
宮
維
蘇
志
会
忘
年
会 

＊
十
二
月
十
二
日 

 

▼
宮
崎
家
（
実
家
）
祖
母
十
年
祭
奉
仕
の
為
帰
郷 

 

＊
十
二
月
十
六
日 

 

▼
西
中
国
信
用
金
庫
経
友
会
西
山
支
部
忘
年
会 

＊
十
二
月
二
十
一
日 


